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『
清
水
物
語
』
諸
本

の
性
格

柳

沢

昌

紀

は
じ
め
に

 
先
に
私
は
、
「
『清
水
物
語
』
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
」
(「芸
文
研
究
」
六

一
、
平
4

・
3
)
に
お
い
て
、
公
私
の
文
庫
、
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る

も
の
を
中
心
に

『清
水
物
語
』
板
本
を
四
十
数
点
と
り
あ
げ
、
そ
の
版
種

を
分
類
整
理
し
、
各
版
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
、

毎
半
葉
十

一
行
で
大
本
二
巻
二
冊
の
十

一
行
本
が
四
版
と
毎
半
葉
十
五
行

で
大
本
挿
絵
入
り
の
十
五
行
絵
入
本
が

一
版
あ
る
こ
と
、
十

一
行
本
四
版

中
の
一
版
が
初
版
で
あ
り
他
の
三
版
は
い
ず
れ
も
初
版
に
基
づ
く
覆
刻
版

で
あ
る
こ
と
、
覆
刻
版
三
版
の
う
ち
二
版
は
初
版
刊
行
後
ほ
ど
経
ぬ
寛
永

年
中
の
刊
行
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
こ
と
、
十
五
行
絵
入
本
は
初
版
刊
行

か
ら
四
十
余
年
を
経
て
天
和
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
江
戸
版
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
た
。

 
し
か
し
、
先
の
報
告
で
は
紙
数
の
都
合
で
各
版
本
文
の
性
格
に
つ
い
て

詳
述
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
『清
水
物
語
』
の
出
版
に

関
し
て
そ
の
後
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
を
報
告
し
た
上
で
、
そ
の
本
文
に

関
す
る
問
題
を
扱

っ
て
み
た
い
。
覆
刻
版
本
文
へ
の
作
者
関
与
の
有
無
、

数

は
少

な

い
な

が
ら
伝

存

す
る
写
本

の
系

統
、

さ

ら

に
は
江

戸
版

仮
名

草

子

で
あ

る
十
五

行
絵

入
本

の
本
文

の
特

徴
な

ど

に

つ
い
て
、

検
討

し

よ
う

と
思

う
。

 
な

お
本
論

に
入
る
前

に
、

先

の
報

告

の
内
容

で

一
つ
訂

正

し

た

い
こ
と

が
あ

る
。
初

版

(A
版

)

お
よ
び
覆

刻

版
中

の

一
版

(
B
版

)

に
見
ら

れ

る
、

板
木

が
磨
滅

し

た
丁

だ
け

の
改
版

を
逓

修
、

改
版

さ

れ
た

丁
を
含

む

本

を
逓
修

本

と
し
た

が
、

こ
れ

は
補

修

(本
)
、
修
訂

(本

)
、
補

訂

(本

)

な

ど
と

す

べ
き

で
あ

る
と

の
御
指
摘

を

大
沼

晴
暉

氏
よ

り
賜

っ
た
。
氏

の

御
助

言

に
感
謝

す

る
と
と

も

に
、
逓

修

(本

)
を

補
修

(本

)

と
訂
正

さ

せ

て

い
た
だ
く

こ

と
に
す

る
。

十

一
行
本

四
版
に
つ
い
て

 

ま
ず
、

十

一
行
本

の
版
種

に

つ
い
て
簡

単

に
振

り
返

っ
て

お
く
。
十

一

行
本

は

四
版
を

数

え
る
が
、

便
宜

的

に
そ

れ
ら
を

A
版

、
B

版

、
C
版

、

D
版

と
呼

び
表

す

こ
と
と

し
た
。

さ
ら

に
年

記
、

書
蝉
名

記

の
違

い
や
、

補
修

の
有

無

に
よ

り
以
上

を
細

分
類

し
た

の
が
、

次

に
示

す

(表

1
)

で

あ

る
。
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(表
1
)
十

一
行
本
分
類
表

 

*
年
記
と
書
騨
名
記
は
省
略
し
て
記
し
、
補

修

は
そ

の
箇
所

(丁

数
)

を
示

す
。

版

分
類

年
 
 
記

書
騨
名
記

補
 
 
修

所
 
 
 
  
在

A

(
A

1)

寛
永
十
五

敦
賀
屋
久
兵
衛

ナ
シ

慶
応
義
塾
図
書
館
(

=

O
X
/
二
三
五)

寛
永
十
五

ナ
シ

ナ
シ

静

嘉
堂

文庫

(

八
四

/
四

/
一

五

九
三
二
)
、

天
理

大
学
附

属
天
理

図
書

館
(

九
一三・六一/イ一一九)ほか

(
A

2)

ナ
シ

ナ
シ

下

=
二
、

一

五

京
都
大
学
附
属
図
書館

谷
村
文
庫(
四
-

四
〇
/
キ)、

中
央
大
学国

文
学
研究

室(九=二・五/Sa三四)ほか

B

(
B

1)

寛
永
十
五

敦
賀
屋
久
兵
衛

ナ
シ

実
践
女
子
大
学
図
書館

山
岸
文
庫、

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館(
甲和

/
八
四
五)

寛永

十
五

ナ

シ

ナ
シ

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室(
近
世
/
三
六
ー
三
/
四)、

大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書館(九=二・五/S)ほか

(
B

2)

寛
永
十
五

ナ
シ

上

=
二

～
二

〇

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
(
狩
/
四
/一

=
二
九
四)

C

(
C

1)

寛永

十
五

ナ

シ

ナ
シ

東
京
国
立
博
物館

(
〇
三
〇
/
と
九
九
一
一
)、

名
古
屋
大
学
附
属図

書
館
神宮

皇学館文庫(九=二・五一/A)ほか

(
C

2)

正
保
二

杉
田
勘
兵衛

ナ
シ

石
川
県
立
図
書館

李
花
亭
文
庫
(
八
四
〇
/
一

七、

取
合
せ)

の
下
巻

D

(
D
)

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

東京

大
学
史
料
編
纂
所
(
押
き
/
一

九)
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四
版

の
う

ち
初
版

は

A
版

で
、

B
版
、

C
版

、

D
版
は

い
ず

れ
も
A
版

に
基
づ

く
覆
刻

版

で
あ

る
。
す

な

わ
ち
、

寛
永

十

五
年

(
一
六

三
八
)
十

月

に
刊
行

さ

れ
た

の
は

A
版

で
あ

っ
た
。

し

か
し

B
版
、

C
版
も
寛

永
年

間

も
し

く
は

そ
れ
を

あ

ま
り
下

ら
な

い
時

期

の
刊
行

と
推
定

で

き
、
初
版

刊
行

後

ほ
ど
経

ず
し

て

三
版
が

並
び
行

わ
れ

た
も

の
と
思

わ
れ

る
。
ま

た

細

分
類

の

(
A
2
)
、

(
B
2
)

は
、

そ

れ
ぞ

れ

(A

1
)
、

(B

1
)

の
補

修

本

で
あ
り
、

(C

2
)
は
杉

田
勘
兵

衛

が

(C

1
)
を
求
版

し

た
も

の
で

あ
る
。

よ

っ
て
十

一
行
本

四
版

問

の
系
統

は

、
次

の
よ
う

に
図

示
す

る
こ

と
が

で

き
る
。

(A

1
)

…

…

同

版

、

1

覆
刻

も

し
く

は
補
修

と

こ

ろ

で
、

(B

1
)

(C

1
)

(A

2
)

(B

2
)

---:
(C

2
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(D
)

十

一
行
本
の
出
版
に
関
し
て
、
そ
の
後
の
調
査
で
明
ら
か



に
な

っ
た

こ
と
が

一
つ
あ

る
。

も
う

】
度

(表

1
)

を
御

覧

い
た
だ

き
た

い
。

 
先

の
報

告

の
時
点

で
は
、
敦
賀

屋
久

兵
衛

の
書
騨

名
を

記
す
本

は

A
版

の
慶

応
義

塾
図

書
館

蔵

の

一
本

(以
下

、
慶
大

甲
本

と
略

称
)

を
確

認
し

得

た

の
み

で
あ

っ
た
が
、

そ

の
後

の
調

査

で
、

実

は
B
版

に
も

同
書
騨

の

名
を

記

す
本

が
あ

る

こ
と
が

わ
か

っ
た
。
実

践
女

子
大
学

図
書
館

山
岸

文

庫
本

(
以
下
、

山
岸

文
庫

本

と
略
称
)

と
大
阪

府
立

中
之

島
図
書

館
本

が

そ

れ

で
あ

る
。

こ
れ
は
、

初
版

で
あ

る
A
版

と
覆
刻

版

で
あ

る
B
版

が
同

一
書

騨

で
売

ら
れ

た
と

い
う
事
実

を
示

す
。
先

の
報

告

で
述

べ
た
と

お
り

敦
賀

屋

の
書
騨

名
記

は
、

本
文

や
刊
年

記

と
墨
付

き
が
異

な

り
別
刷

り

で

あ

る
と
見

受

け
ら

れ
る

か
ら
、
刊

記

で
は
な

く
敦
賀

屋

の
売

り
分
を

示
す

も

の
か

も
し

れ
な

い
。

し
か
し

な
が
ら

、
敦
賀

屋

が
A
版

と
B

版
を
両

方

販
売

し

た

と

い
う
事

実

は
動

か
な

い
で
あ

ろ
う
。

し

か
も
慶

大

甲
本

の
書

騨
名

記

と
山
岸

文
庫

本

の
書
眸

名
記

は
同
版

で
あ

り
、

か

つ
そ

の
刷

り

の

具
合

も
似

通

っ
て

い
る

か
ら
、

両
者

は
さ

ほ
ど

の
時

間
を

隔

て
ず

し

て
敦

賀

屋

の
店
頭

に
並

ん
だ

で
あ

ろ
う

こ
と
が
想
像

さ

れ

る
。

 

し

て
み

る
と
A
版

と

B
版

は
、

B
版

刊
行
後

の
早

い
時

期
、

同

一
書
騨

に
蔵

板

さ

れ
て

い
た
と

い
う

こ
と
も
考

え

ら
れ
よ

う
。

二
版

は
、
同

一
版

元

か
ら
刊

行

さ
れ

た
可
能

性

も
あ

る
。

二
 
覆
刻
版
本
文
へ
の
作
者
関
与
の
有
無

 

先

に
述

べ
た
と

お
り

『
清
水

物
語
』

の
初

版

は
A
版

で
あ

る
。
だ

が

そ

の

こ
と
か

ら
即

(
A

1
)
本
文

を

『清

水
物

語
』

の
最
善

本

と
見

な
し
、

覆
刻

版

三
版

の
本

文
を
捨

て
て
良

い
か
と

い
う

と
、
多
少

の
疑

問
が
残

る
。

そ
う
判

断

す
る
前

に
、
覆

刻

版
本
文

の
成

立

に
作

者

の
関
与

が
な

か

っ
た

か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
こ
う
と
思
う
が
、
そ
の
前
に
『清

水
物
語
』
の
作
者
は
誰
で
あ
る
か
に
関
す
る
先
学
の
所
説
を
術
瞼
し
て
お

き
た
い
。

 
早
く
三
浦
周
行
氏
は

『正
斎
書
籍
考
』
及
び

『松
屋
筆
記
』
に

『清
水

物
語
』
二
冊
を
朝
山
意
林
庵
の
作
と
す
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
が
、「確
嫁
」

は
な
い
と
慎
重
な
態
度
を
と
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
藤
岡
作
太
郎
氏
が
書
籍

目
録
類
も
意
林
庵
作
と
す
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
さ
ら
に
頴
原
退
蔵
氏
が

「朝
山
意
林
庵
の
作
た
る
事
は
諸
種
の
傍
証
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
」

と
断
定
さ
れ
て
、
意
林
庵
作
者
説
が
ほ
ぼ
定
説
化
し
た
か
に
思
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
渡
辺
憲
司
氏
が

「朝
山
意
林
庵
或
い
は
そ
の
周
辺
の
人

物
で
あ
ろ
う
」
と
慎
重
な
立
場
を
表
明
し
て
お
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど
意
林

庵
作
者
説
の
根
拠
は

『清
水
物
語
』
刊
行
後
三
十
五
年
以
上
を
経
た
延
宝

三
年

(
一
六
七
五
)
刊
の
書
籍
目
録
の
記
載
で
あ
り

(寛
文
十
年
の
目
録

に
も
「意
林
院
」
と
は
あ
る
が
…
)、
断
定
は
避
け
た
ほ
う
が
良
い
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。

 
そ
こ
で
、
仮
に
意
林
庵
が
作
者
で
あ
っ
た
ら
、
と
い
う
こ
と
で
話
を
進

め
る
が
、
意
林
庵
は
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
九
月
に
没
し
た
と
い
う
。

寛
文
四
年
と
い
え
ば
B
版
、
C
版
は
勿
論
の
こ
と
、
D
版
も
既
に
刊
行
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
意
林
庵
が
作
者
で
あ
れ
ば
、
時

間
的
に
は
覆
刻
版
三
版
全
て
に
関
与
し
得
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

 
さ
て
、
覆
刻
版
本
文
へ
の
作
者
関
与
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
に
、
十

一
行
本
四
版
間
の
本
文
異
同
を
示
す
。
各
版
と
も
、
開
版
後
に
埋
木
等
に

よ
る
本
文
の
意
図
的
な
改
変
が
行
わ
れ
た
様
子
は
な
い
の
で
、
校
合
に
は

で
き
る
だ
け
刷
り
の
早
い
と
思
わ
れ
る
本
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
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(表

2
)

十

一
行

本

四
版
対
校

表

 

 

*

(
A
1
)

と

(B

1
)
、

(
C
1
)
、

 

 

*
清
濁

の
差
、

句
読

点

の
有

無

等

は
、

 

 

 
 

(A

1
)
慶

大

甲
本

上
 

四
表

7

 

 
五
裏

9

 

 
七
表

11

 

 
七
裏

1

 

一
二
表

2

 

 
 

 
6

 

一
三
裏

10

 

一
六
表

2

 

一
六
裏

5

 

一
八
表

-

 

一
九
裏

7

 

 
 

 
9

 

二

二
裏

1

 

二
一二
表

8

 

二
一二
裏

10

 

二
四
裏

6

 

 
 

 
11

 

二
七
表

4

 

二
七
裏

10

 

二
九
表

3

 

二
九
裏

1

学

文

行

ひ
よ

く

先

た

ね
を
う

へ
て

年

を
経

て

身

の
た
め
を

位

相
応

鍮

石

我

物

に
し

て

食

物

用
る
人

も

お
ど

し
め
ら

れ

傳

説

侍い
や

し
く
成

た

る
は

友

ど

ち

聖
人

ゑ
た

る

こ
と

、
。

た
し
。

な

み
ま

め
や

か

し
た

か

へ
と

い
ふ
事

運
命

太
公

望

(D
)
と
の
異
同
を
記
す
。
よ
っ
て
空
欄
は
そ
の
箇
所
が

(A
1
)
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

本
文
解
釈
上
問
題
と
な
り
そ
う
な
場
合
の
み
記
し
、
そ
れ
以
外
は
省
略
し
た
。

 

(B
1
)
東
大
国
文
本
 
 
 
 
 

(C
1
)
名
大
神
宮
皇
学
館
本
 
 

(D
)東
大
史
料
編
纂
所
本

 

学
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行

ひ
よ
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先
た
ね
を
う
へ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
を
経
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
身
の
た
め
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

位

相
応

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鍮

石

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
我
物
に
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
食

物

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
用
る
人
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
と
し
め
ら
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
傅
説

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
侍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
や
じ
く
成
た
る
は

 

友
だ
ち

 

聖
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゑ
た
る
こ
と
 
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
し
な
み
ま
め
や
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
た
か
へ
し
い
ふ
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
運
命

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
太
公
望
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三
〇
表

2

 
三
〇
裏

4

下

 

一
表

4

 
 

 

 
9

 
 

=
畏
6

 
 

二
表

5

 
 

五
裏

4

 
 

七
裏

10

 

一
〇
裏

4

 
 

 

 
11

 

一
二
裏

7

 

=
二
裏

9

 
 

 

 
11

 

一
四
表

2

 
 

 

 
6

 
 

 

 
10

 

一
五
裏

4

 

一
七
表

2

 
 

 

 
34

 
 

 
5

一
七
裏

8

 
 

 
10

一
九
表

8

二
〇
裏

8

大
勇

す
べ
て
事
は

外
典

世
の
中

詩
を
つ
く
り

主
も
あ
れ

来
世

罪
つ
く
り
た
る
人

答
 

日

物
を
い
ひ

四
百
余
州

天
下
知
君
た
ち

一
念
の
違
た
る

我
よ
り
下
な
る

く
ら
ま
す
所

日
本

千
里
の
馬
な
れ
は

物
こ
と
に

深
山

桜

蔵武
勇

く
ち
な
る
者

分
別

世
間

孔
子

世

の
中

詩

を

つ
く
り

罪

つ
く

り
た

る
人

蔵 毒、

 

世
間

大
勇

す
べ
き
事
は

来
世

四
百
余
州

我

よ

り
下

な
る

く
ら

ま
す
所

深
山
桜

ぐ
ち
な
る
者

分
別

外
典

主
も
あ
れ

答

日

物
を
い
ひ

天
下
知
君
た
ち

一
念
の
違
た
る

日
本

千
里
の
馬
た
れ
は

物
 
と
に

武
勇

分
別

孔
子
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二
二
表

5

二
二
裏

1

二
三
裏

5

 
 

 
10

二
六
裏

7

二
七
表

2

 
 

 
5

 

 
 

7

二
七
裏

9

二
八
裏

9

二
九

表

1

 

 
 

4

二
九
裏

3

 

 
 

9

三

二
裏

9

三

三
表

3

運
命

平
助

が
。
本

能
寺

に
て
腹

き
り
し

返

答
い
か

》
と
と

ふ

目

を

み
せ

人
く

達

宗
店
の
臣

普
代
衆

宗
席
の
臣

悪
王

何
程
よ
き
主
君

箕
子

つ
た
へ
給

へ
り

諸
朝

天
下
國
家
の
君

充
龍
の
悔

い

〉

と

と

ふ

運
命

箕
子

つ
か
へ
給
へ
り

諸
越

元
龍
の
悔

平
助
が
。
本
能
寺
に
て
腹

き
り
し

返
答

目

を

み
せ

人
く

達

宗
窟
の
臣

普
代
衆

宗
席
の
臣

悪
王

何
程
よ
き
主
君

箕
子

天
下
國
家
の
君
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御
覧

の
通

り
、

A
l

B
問

の
異

同

と
A
-

C
間

の
異
同

と
A
I

D
間

の

異

同

は
ほ
と

ん
ど
重

な
ら

な

い
。

A
i

C
間

の
異
同

と

A
I

D
間

の
異
同

が

わ
ず

か

に
二
箇
所

(下

一
七
裏

10
、
同

二
九
表

4
)

一
致

し

て

い
る
が
、

こ
れ
は
版
面
を

見
る
と
、
偶
然

の

一
致

で
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ

っ
た
。

よ

っ
て
先

に
述

べ
た
ご

と
く
、

B
版
、

C
版
、

D
版

は

そ
れ
ぞ

れ

A
版

に

基

づ

く
覆

刻
版

と
解

せ

る

の
で
あ

る
。

 

さ

て
B
版

は
A
版

と

の
異

同
が

九
例

と
少

な
く
、

逆

に
D
版

は

A
版

と

の
異

同
が

三
三
例

と
多

い
。

し

か
し
二
版

と

も
、
異

同

は
振

仮

名

の
脱
落

や
単
純

な

彫
り
誤

り
が

ほ
と

ん
ど

で
、

B
版

は
A
版

の
本

文

に
比

較
的
忠

実
な
覆

刻
版

、

D
版

は
雑

な
覆

刻
版

と
言

え

る
。

つ
ま
り

、

い
ず

れ
も

そ

の
異
同

に
は
、
作
者

の
関

与

の
形
跡

が
認

め
ら

れ
な

い
の

で
あ

る
。

 

一
方

C

版

の
本

文

に
は
、
A

版

の
誤
り

を
訂

正
し

て

い
る
箇

所

が
あ

る
。

A
l

C
間

の
異
同

は

二
二
例

で
あ

る
が
、

そ

の
う

ち
振
仮

名

の
有

無
以

外

の
異

同

は
次

の

一
一
例

で
あ

る

(上

が

(A

1
)
、

下
が

(C

1
)
)
。



 
 
①

食

物
ー

食

物

(上

一
六
裏

5
)

 
 
②
分

別
ー

分

別

(下

一
七
裏

10
)

 
 
③

つ
た

へ
給

へ
り
ー

つ
か

へ
給

へ
り

(下

二
九
裏

3
)

 
 
④
充

龍

の
悔
i

元

龍

の
悔

(下

三
三

表

3
)

 
 
⑤
傳

説
i
傅

説

(上

一
九
裏

9
)

 
 
⑥

た
し
。

な

み
ま

め
や

か
ー

た
し
な

み
ま

め

や
か

(
上

二
七
表

4
)

 
 
⑦

す

べ
て
事

は
ー

す

べ
き

事

は

(上

三
〇
裏

4
)

 
 
⑧

く
ち

な
る
者
ー

ぐ
ち
な

る
者

(下

一
七

裏

8
)

 
 
⑨

鍮
石
-

鍮

石

(
上

一
三
裏

10
)

 
 
⑩

お
ど

し
め
ら

れ
ー

お

と
し

め
ら

れ

(上

】
九

裏

7
)

 
 
⑪
諸

朝
ー

諸
越

(下

二
九

裏

9
)

 
以
上

を
本
文

上

の
正
誤

と

い
う
観

点

か
ら
見

て

ゆ
く
と
、

A
版

の
方

が

正
し

い
例
が
①

か
ら
④

の
四
例

、

C
版

の
方

が

正

し

い
例

が
⑤

か
ら
⑧

の

四
例

、
ど

ち
ら

の
本

文

も
可
能

な
例

が
⑨

か
ら
⑪

の
三
例

と

い
う

こ
と

に

な

る
。

こ
の
う
ち

C
版

の
方

が
正

し

い
⑤

か
ら
⑧

の
四
例

の
異

同
は

、
明

ら

か
に
改
変
者

の
訂
正
意

識

に
出

る
も

の
と
言

え

よ
う
。

ま
た

、
ど

ち
ら

の
本

文
も
可
能

な
⑨

か
ら
⑪

の
三
例

の
異

同

の
う

ち
、
⑩

は
濁
点

の
単

純

な
脱
落

か
も

し

れ
な

い
が
、
残

り

二
例

は
訂
正

意
識

に
か
か

る
も

の
と
考

え
ら

れ
る

の
で

は
な

か
ろ
う

か
。

 

そ
う
す

る
と
、

そ

の
訂
正
意

識

が
作
者

の
も

の
で
あ

る

か
、

そ

れ
と
も

本
屋

、
筆

工
な
ど
作

者

以
外

の
人
物

の
も

の
で
あ

る

か
と

い
う

こ
と
を
考

え

て
み

る
必

要
が

あ
り

そ
う

で
あ

る
。

異
同

の
内
容

を

さ
ら

に
分
析

し

て

み
る
と
、

C
版

の
方
が

正
し

い
四
例

の
異
同

の
う

ち
⑥
、

⑦
、
⑧

の
三
例

は
、

本
文
を

読

め
ば

誰

に
で
も
す

ぐ
気

が

つ
く
誤

り

の
訂

正

で
あ

る
。

ま

た
⑤

の

「
傳

説
」

か
ら

「
傅

説
」

へ
の
訂
正

で
あ

る
が

、
「
傳

」

と

「
傅

」

は
く
ず

す

と
ほ

ぼ
同
形

に
な

る

の

で
あ

り
、

実

は
表
記

の
上

で
は
振
仮

名

が
変

わ

っ
た
だ
け

な

の
で
あ

る
。

傳
説

は

『史

記
』
般

本
紀

、

『
尚
書

』
説

命
、

『
孟

子
』
告

子
下

な
ど

に
見

え

る
人
物

だ
が

、
本
文

中

に

「
つ
い
ち

つ

く
。

日
用

の
中

よ
り

え
ら

ひ

い
た
さ

れ

て
。
天

下
を

た
す

く

る
大

臣

と
な

れ

り
」
と
説

明

さ
れ
、
韓

信

と
と

も

に
と

り
あ
げ

ら
れ

て

い
る

こ
と

か
ら
、

A
版

の
振

仮
名

の
誤

り
は
作

者

以
外

の
人
物

に
も
気
づ

か

れ
易

か

っ
た

の

で

は
な

い
か
と
思

わ

れ
る
。

 

一
方
ま

た
、

C
版

で

は
①

か
ら
④

の
四
例

の
誤

り
が
生

み
出

さ
れ

て

い

る
。
殊

に
④

は
、

『周

易
』
繋

辞

上
伝

に
見

え

る
充
龍

の
悔

と

い
う
有
名

な

言
葉

に
、

お

か
し
な
振

仮
名

を
付

し

て

い
る
。

コ
几
」
と

「
元
」
と
は

こ
れ

も

く
ず

す

と

ほ
ぼ
同

形

に
な
る

の

で
は
あ

る
が

、
改
変

者

の
本
文

理
解

の

浅

さ
を
感

じ
な

い
わ

け

に
は

い
か
な

い
。

し

た
が

っ
て
改
変

者

は
作
者

以

外

の
人
物

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

C
版

本
文

の
成
立

に
も
作
者

の
関

わ

り

は
な

か

っ
た
と
判

断

し
て
良

か

ろ
う
。

三
 

写
本
と
十

一
行
本

 
と
こ
ろ
で
、
『清
水
物
語
』伝
本
中
に
は
数
本
の
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
そ
れ
ら
の
位
置
づ
け
を
行
っ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
管
見
に
入
っ

た
学
習
院
大
学
図
書
館
本
お
よ
び
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
本
の
略

解
題
を
記
す
。

(写
1
)
学
習
院
本

(学
習
院
大
学
図
書
館
 
三

=
二
/
五
四
)

大
本
袋
綴

一
冊
。
〔江
戸
後
期
〕
写
。

表
紙
 
本
文
共
紙
表
紙
。
二
六

・
八
×
二

一
・
二
糎
。
な
お
、
そ
の
外
側

 
 
 
に
は
学
習
院
の
所
蔵
と
な

っ
て
か
ら
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
保
護
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内 序 紙 料 外
題 高 紙 題

 

匡

郭

・
界
線

・
版

心
題

・
丁
付

字

高

本

文
印 丁
記 数

 

備
考

表

紙
あ

り
。

本
文

共
紙
表

紙
左

肩

に
打
付
書

で
「
清
水
物

語
」
(本

文
と
別
筆

か
)
。

楮
紙
。

二
六

・
九
糎

。

一
丁
表

。

「
清
水

物
語

 
上

」
(
二
丁

表
)
、
「
清
水
物

語
下

向
」
(
=
二

丁

表
)
。

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
な
し
。

一
二

・
六

五
糎

(
一
丁
表
本

文
初

行
)
。

毎
半
葉

一
一
行
、

行

二

一
字
内

外

、
句
読

点
な

し
、
振

仮
名

少

々

あ
り
。

墨
付

六

一
丁

(序

一
丁
、
上
巻

二
九
丁
、

下
巻

三

一
丁
)
。

「
学
習

/
院

図
/
書

記
」
、
「
立

花
種

忠

(以

上
墨
書

)
寄
贈

」
、

お

よ
び

明
治

三

八
年

六

月

二
日

に
学

習
院

の
所
蔵

に
帰

し
た
旨

記

す

楕
円

印
。

「
寛
永

拾

五
戊
寅
十
月

吉

旦
開

之

」
と

い
う

(A

1
)
、

(
B

1
)
、

(
B
2
)
、

(C

1
)

に
見

ら
れ

る
刊
年

記
が

、
本
文

の
後

に
筆

写

さ

れ
て

い
る

(
六

一
丁
裏

)。

錯
簡

が
あ

り
、

一
～

=
二
丁

、
三

八
～

五

八
丁
、

一
四
～

三
七

丁
、

五
九

～

六

一
丁

の
順

に
綴

じ
ら

れ

て

い
る
。

(写
2
)
刈
谷
村
上
文
庫
本

(刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
 

一
八
〇
)

大
本
袋
綴

一
冊
。
享
保
十
二
年
写

(板
本
敷
写
し
)。

表
紙
 
茶
色
無
地
紙
。
二
七

・
二
×
一
九

・
二
糎
。

題
簸
 
表
紙
左
肩
に
双
辺
刷
枠
題
簸

「清
水
物
語
 
 
全
」
(墨
書
)。

料
紙
 
楮
紙
。

紙

高

 
二
七

・
○

糎

序

 

 

一
丁
表
。

内
題

 

 
「
清
水
物

語

上
」

(二
丁
表

)
、

「
清
水

物
語

下
向

」

匡
郭

・
界

線

・
版
心

題

・
丁
付

 
な

し
。

字
高

本
文

丁
数

備 印
考 記

(
三

五
丁
表

)
。

上
巻

二

一
・
四
五
糎

(
二
丁
表
本

文
初
行

)
、

下
巻

二

一
・
四
糎

(三

五
丁
表
本

文
初

行

)
。

毎
半

葉

一

一
行
、
行

一
九
字
内

外
、
句

読
点

と
振

仮

名

は
十

一
行

本

よ
り

や

や
少
な

い
。

墨

付
六

八
丁

(序

一
丁
、

上
巻

三
三
丁

、
下
巻

三

四
丁

)
、

そ

の
後

に
遊

紙

一
丁

。

「
刈
谷
/

図
書

/
館

蔵
」
。

十

一
行

本
板

本

の
敷
写

し
。
学

習
院
本

と

同
様
、
「
寛

永
拾

五
餓

十

月
吉

旦
開
之

」

と

い
う
刊

年

記
も
筆

写

さ
れ

て

い
る
。

後

表
紙

見
返

し
右

側

に
「
享
保

拾
弍
未

六

月
 
重

吉
書

也

」

(本

文

と
同
筆

)

と
あ

る
。

一
丁
表

右

上

の
余

白

に
、
本
文

と

は
別
筆

の
「
清
水

物

語
意
林
奄
著
/

績

清

水

物

語

同
著
/

祇

園

物

語

清
水
修
行
著
/

(低

一
格

)

清
水
物
語
ノ
答
ナ
リ
」

と

い
う
識

語
あ

り
。

 
学
習
院
本
、
刈
谷
村
上
文
庫
本
と
も
、
備
考
に
記
し
た
と
お
り
寛
永
十

五
年
の
刊
記
が
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
板
本
、
そ
れ
も
十

一
行
本
の
写
し
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
二
本
の
本
文
と
十

一
行
本
各
版
の
本
文
と

を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
学
習
院
本
は
A
版
か
B
版
の
写
し
、

刈
谷
村
上
文
庫
本
は
A
版
の
敷
写
し
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 
さ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
諸
本
の
中
か
ら

『清
水
物
語
』
の
最
善
本
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を
選

ぶ

と
す
れ
ば

、
そ

れ

は

一
応
初

版

の

(A

1
)
本

文

と

い
う

こ
と

に

な
り

そ
う

で
あ

る
。
し

か

し
な
が

ら
、

C
版
本

文

と
比

較

し
た
際
述

べ
た

と

お
り
、

A
版

本
文

に
も

ま
た
筆

工
な

ど
作
者

以
外

の
人
物

の
裁

量
下

に

生
じ

た

と
思
わ

れ
る

い
く

つ
か

の
誤
り

が
見
ら

れ

る
。

A
版

本
文

が
C

版

や

B
版

の
本

文

よ
り
作

者

の
意
向

に
近

い
と

し
て
も
、

そ

の
差

は
ほ

ん

の

わ
ず

か

で
あ

る
と
言

え
よ
う

。

四
 
十
五
行
絵
入
本
の
特
徴

 
次
に
、
十
五
行
絵
入
本
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
十
五
行

絵
入
本
は
、
天
和
二
年

(
】
六
八
二
)
正
月
、
江
戸
鱗
形
屋
三
左
衛
門
の

刊
行
で
あ
る
。
鱗
形
屋
は
、
上
方
で
実
績
を
上
げ
た
仮
名
草
子
を
絵
入
本

に
仕
立
て
直
し
て
出
す
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
鱗
形
屋
の

ほ
か
松
会
な
ど
が
、

一
丁
あ
た
り
の
行
数
と
行
字
数
の
多
い
、
上
方
版
と

は

一
風
変
わ
っ
た
挿
絵
の
入

っ
た
江
戸
版
仮
名
草
子
を
続
々
と
刊
行
し
て

い
た
。
十
五
行
絵
入
本
は
、
少
な
く
と
も
版
面
の
上
か
ら
は
典
型
的
な
江

戸
版
仮
名
草
子
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
所
在
を
確
認
し
得
た
唯

一
の
伝
本

で
あ
る
日
本
大
学
総
合
図
書
館
本
は
、
下
巻
の
み
の
端
本
で
あ
る
が
、
十

一
行
本

で
は
三
十
三
丁
と
二
行
で
あ

っ
た
下
巻
本
文
丁
数
が
、
半
葉
を
用

い
た
師
宣
風
の
挿
絵
三
面
を
含
め
て
十
六
丁
弱
に
減
っ
て
い
る
。

 
十

一
行
本
と
十
五
行
絵
入
本
と
の
異
同
は
、
細
か
い
表
記
の
差
ま
で
数

え
る
と
か
な
り
の
数
に
な
る
。
そ
こ
で
全
て
の
異
同
を
記
す
煩
は
避
け
、

早
速
十
五
行
絵
入
本
本
文
の
特
徴
を
ま
と
め
て
次
に
示
し
、
そ
の
各
々
に

つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
検
証
し
た
い
。

 
ω
清
濁
の
差
、
振
仮
名
の
有
無
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
は
勿
論
、

 
漢
字

の
用
字
、
仮
名
遣
い
に
至
る
ま
で
、
十

一
行
本
の
表
記
を
そ
の
ま

 

ま
と

ろ
う

と
し

な

い
。

 
②

本
文

の
不

用
意

な
脱
落

や

重
複

が
多

い
。

 
㈹

文
意

を

よ
く

理
解

し
な

い
が
故

の
誤

り
が

あ
る
。

 

ま
ず
ω

は
表

記
面

の
特

徴

で
あ

る
が
、

こ
と

に
特
異

な

の
は
漢

字

の
用

字

と
仮
名

遣

い
で
あ

る
。
漢

字

の
用
字

は
、
「川

」
(十

一
行

本
下

三
表

1
、

以

下
十

一
行
本

の
表

記

に

の
み
そ

の
箇
所

を
付
記

)
が

「
河

」

に
な

っ
て

い
る
ほ

か
、
「
舟

」
(下

三
表

1
等

)
、
コ

人
」
(下

一
八
表

6
等

)
、
「
二
人
」

(
下

一
八
表

8
等
)
と

い

っ
た
頻

出
語

が

ほ
と

ん
ど
「
船

」
、

「
壱
人

」
、

「
弍

人

」
と
改

変

さ
れ

て

い
る
。
仮
名

遣

い
は
、

「
よ
わ

ひ
」

(下

一
裏

2
)
が

「
よ

は
ひ
」

と
な

る
例
、

「
え

き
な

し
」

(下

二
表

10
)

が

「
ゑ

き
な

し
」

と

な
る
例

、

「
お
や
」

(下

二
表

11
)
が

「
親

」
と

な

る
例

な

ど
、

「
わ
」
と

「
は
」
、

「
え
」

と

「
ゑ
」
、

「
お
」
と

「
を
」

を
交
換

す

る
例

が
目

立

つ
。

便
宜

的

に
歴
史

的
仮

名
遣

い
を
規

準

に
す

る
と
、

「
よ

わ

ひ
」
↓

「
よ

は
ひ
」

の
よ
う

な
改
正

例

も
あ

る
が
、

む
し

ろ
改

悪
例

の
方
が
多

い
。
漢

字
、

仮

名

の

こ
の
種

の
改
変

が
多

い
の
は
、

筆

工
が
、
十

一
行

本

の
表
記

よ

り
も

自

ら

の
用
字
法

を
優

先

さ
せ

た
結
果

な

の
で
あ

ろ
う

か
。

そ
れ

と
も
、

ほ

か
に
何

か
理
由

が
あ

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

 
次

に
②

で
あ

る

が
、
脱
落

に
は

「
…

違

た
る
所

あ

る
に
や

。

ひ
さ

し
く

お
さ
ま

り
た

る
は

ま
れ
な

り
」

(下

=

二
裏

11
)
が

「
…
ち

か

ひ
た
る

は
ま

れ

な
り
」

と

な

る
例

、
重
複

に
は

「
…

な
ら
は
。

ち

き
や
う

と

る
も

の

と

も

は
や
く

に
た

〉
ぬ
も

の
な
ら

ん
」

(下

一
八
裏

4
)
が

「
…

な

ら
は

ち
き

や

う
と

る
も

の
と

も
は
や

く

に
た

〉
ぬ
も

の
な

ら
ん
も

し

ま
た

い

つ
れ
も

用

に
た

つ
も

の
な

ら
は

ち
き
や

う

と
る

も

の
と

も
は

や
く

に
た

》
ぬ
も

の

な

ら
ん
」

と
な

る
例
が

あ

る
。
前
者

は

「
違

た

る
」
か
ら

「
お
さ
ま

り
た

る
」

に
目
移

り
し

た
た

め
、
後

者

は

「
や
く

に
た

〉
ぬ
も

の
な

ら
」

ま

で
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来

て

二
行
前

の

「
な

ら
は
」

に
目
移

り
し

た
た

め
生

じ
た
誤

り
と
考

え
ら

れ

よ
う

(傍
点
筆

者
)
。

こ

の
ほ

か

に
も
助

詞
や

漢
字

な
ど

の
脱
落

や
重
複

が
、

随
所

に
見

ら

れ
る
。

『
清
水

物
語

』
は
論
理

性
を
旨

と
す

る
作
品

で
あ

る
か
ら

、

こ
れ
ら

の
誤

り
は
致

命
的

な
誤

り

と
言
え

る
。

 

⑧

は
例

え
ば

、
「
茶

屋

の
あ

る
し
」

(下

一
六
裏

10
)
が

「茶

屋

の
あ

る

へ
し
」

に
な

る
例
、

「
こ
の
手

が
し

は
」

(下

二
六
表

3
)
が

「
こ
の

て
か

ら

は
」

に
な

る
例
、

コ
几
龍

の
悔

」

(下

三
三
表

3
)

が

「
元
龍

の
悔

」

と

な

る
例

な
ど
を

挙
げ

る

こ
と
が

で

き
る
。

最
後

の
例

は
、
前
述

の
ご

と
く

十

一
行
本

四
版
中

の
C
版

が

「
元

龍

の
悔

」
と

い
う
本

文
を
持

つ
か
ら
、

C
版

に
依
拠

し

て
引

き
継

い
だ

誤
り

か
と

も
思

わ
れ

た
が
、

C
版
が

「
つ

か

へ
給

へ
り
」

(下

二
九
裏

3
)
、

「諸

越
」

(下

二
九
裏

9
)

と
す

る

二
箇

所

は
、

そ
れ
ぞ

れ

「
つ
た

へ
給

へ
り
」
、

「諸

朝

」

で
、

A
版

と

一
致

し

て

い
る
。

コ
几
龍

の
悔
」
↓

「
元

龍

の
悔

」
と

い
う
誤

り
は
、

比
較
的

生

じ

易

い
の
で
は
な

い
か
と
思

わ

れ
る

か
ら
、

た

ま
た
ま

同
様

に
誤

っ
た
と
考

え
て
良

い
の
で
は

な
か

ろ
う

か
。
因

み
に
十
五

行
絵

入
本

の
本
文

は
、
恐

ら
く
A
版

か
B
版

に
拠

っ
た
も

の
で
あ

る
。

 

以
上
述

べ
て
き
た

ご

と
く
、

十
五

行
絵

入
本

の
本
文

は

か
な
り
杜

撰

な

も

の
で
あ

っ
た
。
読

ん

で
も
意

味

の
通
ら

な

い
箇

所

が
随
分

あ

る
。

他

の

鱗

形
屋
版

仮
名

草

子
で

は

『
薄

雪
物

語
』

(刊
年

不
明

)
に

つ
い
て
、
言
葉

の
省
略

や
言

い
換

え
、
語

順

の
変
更

が
見

ら

れ
、
文

意

の
通

じ
な

い
箇
所

の
あ
る

こ
と
が

報
告

さ

れ
て

い
る
。

こ
れ
は
、

『
清
水

物
語
』
と
よ

く
似

た

改
変

態
度

で
あ

る

と

い
え
よ
う

。

一
方
、

『
ひ
そ
め
草

』
の
改

題
本

『
鵬
鵡

新
徒

然
草

』

(刊

年

不
明
)
は
、

字
句

が
補

わ

れ
た
り

言

い
換

え
ら

れ
た

り

し

て
い
て
、
意

味
等

が

通
り

や
す

く
な

っ
て
い

る
箇

所

も
あ
る

と

い
う

。

『
清
水
物

語
』

十

五
行
絵

入
本

に
は
、

そ
う

い

っ
た
箇
所

は
見
受

け
ら

れ

な

い
。

お
わ
り
に

 

『
清
水
物

語

』

の
出
版

に

つ
い
て
、
敦
賀

屋
久

兵
衛

は
初
版

の
A
版

と

覆

刻

版

の
B
版

を
両
方

扱

っ
た

こ
と
を
報

告
し
、

ま
た
本

文

に

つ

い
て
、

十

一
行
本
中

覆
刻

版

三
版

の
本

文
成
立

に
作

者

の
関

わ

り
は

な

か

っ
た

こ

と
、
寓

目

し
得

た
写
本

の
本
文

は
十

一
行
本

の
写

し

で
あ

る

こ
と
、

十

五

行
絵

入
本

の
本

文

は
か
な

り
杜

撰

な
も

の
で
あ

る
こ
と
な

ど

を
述

べ
た

。

最

後

に
、
本

稿

で

は
明
ら

め
得

な

か

っ
た

二

つ
の
問
題

に

つ

い
て
、

い
さ

さ

か
私
見

を
述

べ
て
お

き
た

い
。

 

ま
ず

第

一
は
、
十

一
行

本
中

A
版

の

一
本

お
よ
び

B
版

の
二
本

に
刷

ら

れ

て

い
る
敦

賀

屋
久

兵
衛

の
書

騨
名
記

の
問
題

で
あ
る
。

こ
れ
が
刊

記

な

の
か
、
敦
賀

屋

の
売

り
分

を

示
す

も

の
な

の

か
、

あ

る

い
は

そ
れ

以
外

の

意
味

を
有

す

る
も

の
な

の

か
、

と

い
う

こ
と

は
、

『
清
水
物

語

』
に

つ
い
て

の
み
云

々
し

て

い
て
も
仕

方

が
な

い
。
複

数

の
作

品

に
ま
た

が

っ
て
摺

刷

さ

れ
た
敦

賀
屋

の
書

騨
名

記

は
、
寛

永
期

を
中
心

に
少

な
く

と
も

五
種

存

す

る
よ
う

で
あ

る
。

そ

の
う

ち

二
種

が

『
清
水
物

語
』

に
使

わ
れ

て

い
た

わ

け
だ
が

、
敦
賀

屋

の
名

が
記

さ
れ

て

い
る
本

の
網

羅
的

な
調

査

を
行

い
、

そ

の
意
味

す

る
と

こ
ろ

を
確
定

す

る
必
要

が
あ

ろ
う
。

 

第

二
に
、
鱗

形
屋

版
仮

名

草
子

の
本
文

に
、
共

通
す

る
特
徴

を

認

め
る

こ
と
が

で
き

る
か

ど
う

か
、

と

い
う

問
題

が
あ

る
。

こ
れ
は
、

仮
名

草

子

の
上

方
版

と
江

戸
版

の
関

係

を
解

明
す

る
上

で
、

重
要

な
問

題

で
あ

る
と

い
え
よ

う
。
本

稿

で
は
、

『清

水
物
語

』
十

五
行
絵

入
本

の
本

文
改
変

態

度

が

『薄

雪
物

語
』
と

は
似

て

い
る
が
、

『
鵬
鵡
新

徒
然

草
』
と

は

や
や
異

な

る
こ
と

を
報
告

し
得

た

に
過
ぎ

な

い
。
今

後
、
対

象
を
他

の
作
品

に
広

げ
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て
調

べ
て
ゆ
く

必
要

が
あ

る
。

同
時

に
、
挿
絵

の
技
術

が
洗

練

さ
れ

て
ゆ

く

一
方

で
本

文

の
正
確

さ
は
必
要

と

さ
れ
な

か

っ
た

の

か
、

刊
行
年

代

や

刊

行

場
所

の
差

が

そ
れ

に
ど
う

反
映

し

て
い
る

の
か
、

と

い

っ
た

こ
と
も

考

え

て

み
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

 
注

(1
) 

山
岸
文
庫
本

、
中
之
島
図
書
館
本
と
も
、
版
種
は

(B
1
)

で
、
下
巻

三
四

 
 
丁

(最
終
丁
)

表

に

「寛
永
拾
五
餓
十
月
吉
旦
開
之
」
と

い
う
年
記
が
あ

る
。

 
 
同
後
表
紙
見
返

し

に
、
山
岸
文
庫
本
は

「洛
陽
四
条
坊
門
/
敦
賀
屋
久
兵
衛
」

 
 

((A
1
)

の
慶
大
甲
本

に
刷

ら
れ
て

い
る
も

の
と
同
版
)
、
中
之
島
図
書
館
本

 
 
は

「京

四
条

坊
門
通
/
敦
賀
屋
久
兵
衛
」

(方
形
の
双
辺
枠

あ
り
)
と
書
蝉
名

が

 
 
刷
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
別
版

で
あ
る
慶
大
甲
本
と
山
岸
文
庫
本

に
同

じ

 
 
書
緯
名
記
が
、

同
版
で
あ
る
山
岸
文
庫
本
と
中
之
島
図
書
館
本

に
別

の
書
騨
名

 
 
記
が
使

わ
れ
て

い
る
。

(2
) 

三
浦
周
行
氏

「
後
光
明
天
皇

の
御
好
学
と
朝
山
意
林
庵
」

(「史
学
雑
誌
」

二

 
 
三
ー

四
、

明
45

・
4
)

(3
)

藤
岡
作
太
郎

氏
『近

代
小
説
史

』
(大

6
 
大
倉
書
店
、
の
ち
岩
波
書

店
刊
『藤

 
 
岡
作
太
郎
著
作

集
』
四

に
収
録
)

の
第

二
章

「儒
仏

の
勢
力

と
教
訓
的
著
作
」
。

(4
) 

頴
原
退
蔵
氏

「仮
名
草
子

の
三
教

一
致
的
思
想

に
つ
い
て
」

(「国
語
国
文
」

 
 
二
ー

=

、
昭

7
・
12
、
の
ち
三
省
堂
刊

『江
戸

文
芸
論
考
』
、
中
央
公
論
社
刊

 
 

『頴
原
退
蔵
著

作
集
』

「
七

に
収
録
)

(5
) 

新

日
本
古
典

文
学
大
系
『仮
名

草
子
集
』

(平
3
 

岩
波
書
店
)
の

一
四
〇
頁
。

(6
) 

注

(2
)
に
同
。

(7
) 
A
版

と
B
版

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
補
修
本

(A
2
)、

(B

2
)
が
あ

る
が
、

い

 
 
ず

れ
も
板
木

が
磨
滅
し
た
丁
だ
け
彫
り
直
し
た
も

の
で
あ

る
。
な

お
、

(A
1
)

 
 
と

(A
2
)
の
異
同
は
後
掲

〈付
表

1
>、

(B

1
)
と

(B

2
)

の
異
同

は
同

 
 

〈付
表

2
>
参

照
。

(8
) 

前
述
拙
稿

の

「二
 

初
版
は
ど

の
版

で
あ
る

か
」
参
照
。

(9
) 

ま
ず

D
版
は
寛
永
十
五
年

の
年
記

を
持

た
な

い
か
ら
、
学

習
院
本

、
刈
谷
村

 
 
上
文
庫
本

と
も
D
版

の
写

し
で
は
な

い
。

以
下
、
両
本

を
別
々

に
見

て
ゆ
く
。

 
 
学
習
院
本

は
、

C
版
特
有

の

「傅
説
」

(上

】
九
裏

9
)
、
「諸
越

」

(下

二
九
裏

 
 
9
)
を
引

き
継
が
ず
、

そ
れ
ぞ
れ

「傳
説

」、
「諸
朝

」
と
す
る

の
で
、

C
版

の

 
 
写
し

で
は
な

い
。
B
版

と
は
「友
だ
ち
」
(上

二
三
裏

10
)
が

一
致
す

る
が
、
「
い

〉

 
 
と
と

ふ
」

(下

二
三
裏
10
)
は

「
い
か

〉
と
と
ふ
」
で
あ
り

一
致

し
な

い
。
学
習

 
 
院
本

は
、
例

え
ば

「紅
葉
」

(上
二
表

6
)
を

「赤

葉
」、

「
つ
い
ゑ

つ
く
は

か
り

 
 
な

る
」

(上

二
表

11
)
を

「
つ
へ
つ
く
は
か
り

の
」
と
す
る
な
ど
書

写
態
度
が
比

 
 
較
的
自
由

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
A
版

、
B
版
の

い
ず
れ

の
写
し

で
あ
る

か
は
決

 
 
め
難

い
。

ま
た
刈

谷
村

上
文
庫
本

は
、

B
版
特
有
の

「友
だ

ち
」
等

、
C
版
特

 
 
有

の

「諸
越

」
等

を
引

き
継

が
ず
、

そ
れ
ら
の
箇
所
が

み
な
A
版

と

一
致
し

て

 
 
い
る
の
で
、

A
版

の
写

し
で
あ
る
。

(10
) 

清
濁

の
差
、
句
読
点

の
有
無
、
漢
字

と
仮
名
の
使

い
分
け
は
本

文
解
釈
上
問

 
 
題

に
な

り
そ
う
な
も
の
以
外

省
略

し
て
も
、
異
同
は
下
巻
だ
け

で

一
四
〇
数
例

 
 
に
の
ぼ
る
。

(11
) 

主
な
異
同

は
後
掲

〈付
表

3
>
参
照
。

(12
) 
C
版

に
依
拠

し
た
の
で
は
な

い
と
判
断

す
る
理
由
は
既

に
述

べ
た
が
、

D
版

 
 
に
依
拠

し
た
と

い
う
こ
と
も
考

え
に
く

い
。
D
版
特
有

の
「
千
里

の
馬

た
れ
は
」

 
 

(下

一
五
裏

4
)、
「
物
 
と
に
」

(下

一
七
表

2
)を
引
き
継
が

ず
、
そ

れ
ぞ
れ

 
 

「千
里

の
馬
な
れ
は
」、

「物
こ
と

に
」
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
A
版
、

 
 
B
版

の
ど
ち
ら
に
拠

っ
た
も
の
で
あ
る
か
は
決
め
難

い
。
B
版

に
特
有

の
「
い

〉

 
 
と
と
ふ
」

(下

二
三
裏

10
)
を
引
き
継
が
ず
、

「
い
か

〉
と
と
ふ
」
と
す

る
こ
と

 
 
か
ら
、

A
版

に
依
拠

し
た
も
の
と
決
し
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、

こ
の

】
例
だ

け
で

 
 
断
定

す
る
の
は
た
め
ら
わ
れ
る
。

A
版
、
B
版

の
い
ず
れ

か
に
拠

っ
た

と
す
る

 
 
の
が
、
妥
当

な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

(13
) 

松
原
秀
江
氏

「薄

雪
物

語
板
本
考

」

(「
近
世
文
芸
」

二
七

・
二
八
合
併
号
、

 
 
昭

52

・
5
)

(14
) 

近
世
文

学
書
誌

研
究
会
編

『近
世
文
学
資
料
類
従

・仮
名
草

子
編

29
』

(昭
52

 
 
勉
誠
社
)

の
関
場

武
氏
に
よ
る
解

題
。

(15
) 

渡
辺
守
邦
氏

の
御
教
示
に
よ
る
。

(16
) 

注

(1
)
参
照
。
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〈
付
表

1
>

下

一
三
裏

9

 

 

 
 

11

(A

1
)
:

(A

2
)

(A

1
)
慶

大
甲

本

天

下
知
君

た

ち

一
念

の
違

た

る

〈
付

表

2
>

(
B
1
)
1

(
B
2
)

 

 

*
清
濁

の
差
、

 

 

 
 

(
B
1
)
東

大
国

文
本

上

=
二
表

1

 

一
四
表

6

 

一
六
裏

5

 

二
〇

表

9

下

欲道
理

食

物

心
み
に

対
校
表

(A

2
)
京

大
谷
村

本

天
下

知
君

た

ち

一
念

の
違

。

た
る

 
 
 
 

対
校
表

句
読
点
の
有
無
等
は
省
略
し
た
。

(B

2
)
東

北
大

狩
野
本

欲道

理

食

物

、D
ζ
こ

〈付

表

3
>
十

一
行
本
-

十

五
行

絵

入
本
対

校
表

 
 

*
十

一
行

本

(A

1
)

と
十

五
行
絵

入
本

の
異

同

の
う

ち
、

本

 
 

文
解

釈

上
問
題

と

な
り

そ
う

な
も

の

の
み
任
意

に
選

ん

で
次

に

 
 

示

す

(振
仮

名

の
明

ら

か
な
誤
刻

等

は
省
略

し

た
)
。

な

お
、

異

 
 

同
箇

所

の
丁
数

と

そ

の
表

裏
、

行
数

は
、

(A

1
)
に

つ
い
て

の

 
 

み
記
す

こ
と

に
す

る
。

一
表

3

 

 
4

五
表

3

六
表

2

七
裏

3

(
A
1
)
慶

大

甲
本

の

へ
ら

れ
け

る
は

お
ほ
く

は
候

へ
と
も

此

せ

か

い
に
あ
り

て

お
ど

し
た

る

ぜ

ん
た

い
の
に
ん

(十

五
行
絵

入
本

)
日
大

本

の

へ
ら

れ
け

る

お
ほ
く
候

へ
共

此

せ

か

い
に
あ

り

て
も

を

と
し

た

る

せ

ん
た

い
の
人

一
〇
表

10

一
〇
裏

2

 

 

5

一
二
裏

5

=

二
表

11

=

二
裏

11

一
四
裏

6

  八

  裏
4 2

七

裏
11

六

裏
10

 

 
 

 
11

一
九
表

6

一
九
裏

6

二
〇

表

9

二

一
表

5

や

ふ
ら

ぬ

さ
た

せ
ら

れ
候

二
人

く
ら

へ
て

つ
の
り

て

大

け

ん
人

違

た

る
所

あ

る

に
や

。

ひ

さ
し

く

お
さ

ま
り

た
る

は

ま

れ
な
り

。

物

よ

み

の

い
ふ
事

は

茶

屋

の
あ

る

し

し

り
た

る
を

国
中
の
人
く

な

ら
は
。

ち

き
や
う

と

る

も

の
と
も

は

や
く

に
た

》

ぬ
も

の
な
ら

ん

よ

く
知
。

人

千

万
人

一
日

し

る

へ
し

も

う
し

と

い
ふ
本

腹

切

て

や
ふ

れ
ぬ

さ
た

せ
れ
候

一
人

く
ら

へ
て

つ
の
て

大
賢
仁

ち

か
ひ
た

る
は

ま
れ

な
り

も

の
よ
み
な

と

と

い
ふ
事

は茶
屋

の
あ

る

へ
し

し
り

た
る

国
中
人
く

な
ら

は
ち

き
や

う

と
る
も

の
と
も
は

や
く

に
た

〉
ぬ

も

の
な
ら

ん
も

し

ま
た

い

つ
れ
も
用

に
た

つ
も

の
な

ら

は
ち
き

や
う

と

る
も

の

と
も

は
や

く

に
た

〉
ぬ
も

の
な
ら
ん

よ
く

し
る
人

千
万

一
日

し

る
し

孟

子
と

い
ふ
本

腹
腹

き
り

て
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二
三
裏

3

二
五
表

7

 
 
 

11

二
五
裏

29

二
六
表

3

二
七
表

5

二
八
裏

6

三

三
表

36

三

三
裏

5

食
物

え
ら

ひ

何
事

も

ひ
は
ん
し

け
る

は

お
ろ
そ
か

な
れ

は

花

の
ご

と

く

こ
の
手

が

し
は

客

臣

ゆ
め
く

充
龍

の
悔

く
や

み
あ

る

ま

こ
と
は

食

物
ゑ
ら
ひ

何
事
も
く

ひ
は
ん

し
る

は

お
ろ

か
な
れ

は

花

こ

と
く

こ
の

て
か
ら

は

客

仁

ゆ

め

元
龍

の
悔

晦
あ

る

ま

こ
と

に

付
記

 
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本
の
存
在
を
御
教
示
賜

っ
た
岡

雅
彦
先
生
、
並
び
に
貴
重
な
御
意
見
を
賜
っ
た
関
場
武
先
生
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
。
ま
た
、
御
所
蔵
本
を
快
く
閲
覧
に
供
し
て
下
さ
っ
た
公
私
の
文
庫
、
図
書
館
の
方
々

に
、
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(や
な
ぎ
さ
わ
 
ま
さ
き
〉
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